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P300 による虚偽検出中の評価的観察者の効果を 22 名の大学生で検討した。模擬犯罪課題
の後，すべての参加者は評価的観察者が一緒か，参加者単独かのいずれかで，P300 による秘
匿情報検査を受けた。両群ともに，裁決刺激は非裁決刺激に比較して有意に大きな P300 振
幅を生起させた。しかしながら，P300 振幅は両群では有意差が認められなかった。  













平(2005)がまとめた，有罪条件における 10 の研究の P300 振幅による虚偽検出率
の平均値は 88.3%(表 1)であり，P300 振幅での虚偽検出の有効性については，
数多くの研究が支持している。  
表 1 有罪条件における P300 による虚偽検出の正検出率 
研  　究 　正検出率
Allen and Iacono(1997) 86.7%
Farwell and Donchin(1991) 90.0%
Farwell and Smith(2001) 100.0%
Johnson and Rosenfeld(1992) 76.5%
三宅ら(1986) 87.5%
音成ら(1991) 100.0%
Rosenfeld et al.(1987) 90.0%
Rosenfeld et al.(1988) 100.0%
Rosenfeld et al.(1991) 92.3%
佐々木ら(2001) 87.9%
10研究の平均 88.3%  
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と略す)に関するものとして skin conductance response(以下，SCR と略す)と
skin conductance level(以下，SCL と略す)，心臓血管系活動を反映するものと
して，heart rate(以下，HR と略す)，blood pressure(以下，BP と略す)，規準化
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脈波容積(normalized pulse volume：以下，NPV と略す)，respiration rate(以下，
RR と略す)を測定した。また，心理的覚醒感を測定するために general arousal 
checklist(以下，GACL と略す)短縮版を用いている。  
実験は個別に行われ，参加者は安静期間を 5 分間測定後，GACL および自
意識尺度に回答した。その後，観察群では実験参加者と同性で実験前の面識
の無い観察者が 1 名，白衣を着用して入室し，実験参加者の右斜め前方 1.5m
の距離に設置された椅子に座った。そして，カード検査型 CIT を繰り返し実




運動の抑制，心臓血管系における末梢血管の収縮 (NPV の低下)と BP の上昇，
それに続く HR の低下という一連の変化は，長野 (2005)の結果と一致した。他
者の同席という操作により，言語報告では主として全般的脱活性(“静かな”，









る 2 種類の行為を課し，その後 CIT において，それらの 2 種類の行為に関わ
る裁決刺激を同じ系列内に配置した。覚醒の操作の妥当性を証明するため，
実験を通して末梢系指標である HR および EDA を測定することで，中枢 (P300)
と末梢の両側面から CIT メカニズムを検討している。参加者は模擬犯罪課題
実施前に，無罪の状態での CIT を受けた。その後，2 種類の模擬犯罪課題が
参加者間でランダムに実施された。参加者は刃物名が書かれた 5 枚の封筒の
中から 1 つ選び，指定された刃物でかごの中に入った画像を 5 分間刺し続け
た。高覚醒課題の画像は赤ちゃん人形の写真，低覚醒課題の画像は果物の写
真であった。最後に再び CIT を実施した。それぞれの課題間には 5 分間の安
静期間を設け，さらに，各 CIT 終了後，6 種類の刺激(はさみ，包丁，カッタ
ー，鎌，アイスピック，のこぎり )に対し，画像評定が求められ，感情価と覚
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醒度について 9 段階で評定を行った。  
その結果，画像評定については，課題後，高裁決刺激と低裁決刺激に対す
る覚醒が非裁決刺激より有意に高かった。また，高裁決刺激のみ，課題前と
課題後の評定に有意差がみられた。HR および SCL については，課題開始 1
分間で有意に HR が上昇し，上昇の程度は低覚醒課題より高覚醒課題で大き














参加者 実験同意書に署名した福山大学の男子学生 12 名(M=21.3 歳，
SD=1.20 歳)，女子学生 10 名(M=20.9 歳，SD=0.99 歳)，合計 22 名(M=21.1 歳，
SD=1.14 歳)が本研究に参加した。この 22 名を無作為に観察者あり群と観察者
なし群に振り分けて実施した。  
装置と指標 脳波と眼球電位の測定には，TEAC 製携帯型多用途生体アンプ






 刺激 6 種類の刃物の画像を用い, 標的刺激として刃物の画像(はさみ)，裁決
刺激として参加者が模擬犯罪課題で使用した刃物の画像(包丁)，非裁決刺激とし
てそれ以外の刃物の画像(アイスピック，カッター，鎌，のこぎり)とした。画像
の呈示時間は 300ms とし，呈示間隔は 1500ms±300ms とした。1 セッションの呈
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図 1. 観察者あり群(左)，観察者なし群(右)における各刺激に対する総加算平均波形(Pz) 
 
最 大 振 幅 は 観 察 者 あ り 群 の 標 的 刺 激 15.0μV(SD=4.2) ， 裁 決 刺 激 は
8.3μV(SD=3.4)，非裁決刺激は 6.7μV(SD=3.3)，観察者なし群の標的刺激は
12.6μV(SD=5.1)，裁決刺激は 2.8μV(SD=3.7)，非裁決刺激は 5.8μV(SD=3.7)と両群
ともに，刺激呈示後 300ms-500ms 間で最大振幅が大きくなった。 
次に，Pz における観察者あり群と観察者なし群の P300 の最大振幅の平均値を




















図 2．観察者あり群と観察者なし群における各参加者の P300 の最大振幅の平均値(Pz) 
 
P300 振幅は標的刺激，裁決刺激，非裁決刺激の順に大きくなった。観察者あ








幅が大きかった参加者は 11 人中 9 人(81.8%)であった。観察者なし群においては，
非裁決刺激よりも裁決刺激の平均振幅が大きかった参加者は 11 人中 8 人(72.7%)
であった。また，両群合わせた検出率は 77.3%であった。χ2 検定を行った結果，
観察者あり群と観察者なし群の検出率に有意な差が認められなかった。 




















図 3. 観察者あり群と観察者なし群における各参加者の P300 の頂点潜時の平均値(Pz)  
  



























群が 72.7%であった。両群合わせると 77.3%であり，Ben-Shakhar & Furedy(1990)
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The effect of evaluative observer’s existence during  
detection of deception with P300  
 
Shinji Hira and Risa Misaka 
 
The effect of evaluative observer’s existence during detection of deception with 
P300 was tested in 22 undergraduate students. After a mock crime task, all participants 
were examined with the P300-based concealed information test, either with or without 
an evaluative observer. In both groups, the critical stimuli elicited significantly larger 
P300 amplitudes than the non-critical stimuli. However, mean P300 amplitude did not 
differ between two groups. 
【Key words: detection of deception, P300, evaluative observer】 
